
 

 

 

受験直前の 3年生へのエール 

  いよいよ本格的な入試の季節がやってきました。他府県や専

門学校など、一部すでに入試を経験した人もいますが、多くは

2月 10日、11日の私立高校の入試がスタートになります。 

入試直前。不安で、落ち着かない人も多くいると思います。で

もそれは、入試を控える人全員が多かれ少なかれ感じているこ

とです。あまり不安感にとらわれずに、「自分なりにやることはや

ったので、あとは自分を信じて試験に臨むだけ」と開き直るぐら

いがいいかもしれませんね。 

  ここまでくれば、夜遅くまで勉強を、というよりも体調を整える

ことを意識してください。睡眠や栄養（食事）をしっかりととること

は基本です。体の抵抗力が高まったり、脳が活性化されたりしま

す。試験が始まる時間に、脳や体が完全に目覚めるためには何

時に起きたらいいかを考えて、今週は早めに就寝してください。 

また、入試の要綱（手引き）をよく読んで、集合時間や持ち物

をしっかり確認しておこう。時間に遅れそうになったり、忘れ物を

したりすると、焦りますよね。そうならないように、何回も確認してく

ださい。 

最近3年生の授業を見に行くと、教え合ったりしている姿や、気さくに声をかけあう姿をよく見かけ

ます。安心して「教えて」と言える雰囲気がいいなぁと思います。入試に臨むのは一人ひとりであって

も、3 年生のみなさんの中には、家族の方の応援をはじめ、クラスや学年の仲間、教科の先生方によ

って充電されたエネルギーがたくさん入っていると思います。夢や希望に向かってベストを尽くしてく

ださい。心から応援していますよ！ 

生徒会イベント「謎解き中」がおこなわれました！ 

  生徒会による初のイベント「謎解き中」。「今までやったことの

ない企画をやりたい」という生徒の意見から生まれました。企画

を考えたのは 2 年生の生徒会役員に有志の 1 年生も加わった

ユニットです。ＩＣＴ支援員として十八中に来られている余村さん

のご協力もあり、タブレットを活用した「謎解き」が実現しました。 

2 月 3 日の放課後、「謎解き中」にチャレンジしたチームは全学

年の 14 チーム。中には教職員と生徒の混合チームもありました。

それぞれのチームが、Teams に送られてくるミッションに挑み、タブ

レットを手に学校中を巡りました。「謎」は結構難しくて、チームのメ

ンバーが、あれやこれやと知恵を出し合いながら取り組んでいまし

た。校内のポイントをさがしたり、地図を読み取ったり、透明のハー

トを探したり、放送で追加のミッションが流れたり…と、いろいろな

工夫が盛り込まれた面白いイベントでした。 

  最後は体育館に集合して、大きな拍手の中、生徒会イベントは

終わりました。どこのチームが優勝したか・・・は、次の生徒集会の

お楽しみです！企画したみなさん、参加したみなさん、お疲れさまで

した！ また、みなさんからのアイディアで、面白い企画ができたら

いいですね。 

「今、世界はあぶないのか？」シリーズ展示中 

職員室前に「今、世界はあぶないのか？」シリーズ 8

冊の絵本が展示されています。各巻のテーマは「差別と

偏見」「文化と多様性」「貧困と飢餓」「争いと戦争」な

ど、世界で課題となっている事がらです。テーマだけを

見ると、一見、難しいこと、自分からは遠いこと、のように

思うかもしれません。でも、中学生でもわかりやすく書い

てある内容を読むと、「あー、こういうふうに自分にも関

係あることなんやな…」と、今まで気づかなかった社会の現実が、見えてくる・・・そんなきっかけにな

る絵本です。ぜひ、展示されている絵本のページをめくってみてください。 

花いっぱいプロジェクト・・・プランターに植え替えました（2月 6日） 

  2 学期の月 1 クリーン作戦で、ビニールポ

ットへの植え替えをおこなった花いっぱいプロ

ジェクト。今回はプランターへの植え替え作業

をおこないました。天候の関係で枯れてしまっ

たポットもあったのですが、保健環境委員会

やボランティアの人が参加し、約 100 ポット

のパンジーを移植しました。卒業式や入学式

の頃はもちろん、ゴールデンウイークぐらいまで美しく咲き続けることでしょう。 
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